


芸術支援研究の拡がり：教育と社会における実践 

　本展示では、教育と社会において展開されている芸術支援の取り組みを、22名の実践者・研究者によるパネルと資料
で紹介します。 
　旧・博士課程芸術学研究科（1976年創設、5年一貫制）に始まる「美術論」「芸術教育学」の研究領域は、2007年
博士前期課程芸術専攻における「芸術支援領域」の創設、2008年芸術専門学群における「芸術支援コース」 （2003年
より特別カリキュラム芸術支援学）の創設へと、時代に即した幅広い実践と研究への発展を目指してきました。 
　本展示の出展者には、主に本学以外の現場で活躍されている芸術支援や芸術教育の卒業生・修了生、論文博士の学位
取得者等に加えて、連携する附属学校の教育研究者を迎え、社会の様々な現場に拡がる実践と研究の現在を示すことを
企画しました。 
　本展示を契機に、次の10年に向けて、新たなる研究への発想や連携をつなくことができればと願っております。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         2019年4月　直江俊雄
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アーティスト・イン・スクールの実践： 
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中国の美術教員養成カリキュラムに関する研究
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今日の図工室 
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中川三千代　 
法政大学兼任講師

1920年代のデルスニスと日仏芸術社による展覧会活動に関する研究
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取手アートプロジェクトによる「創造郊外」の実践 
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「絵の中に入って遊ぼう！」 
　幼稚部におけるプロジェクションマッピングを活用した絵画鑑賞あ
そびと造形あそびとの関連
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